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赤い羽根
共同募金

令和６年
10月1日から

始まります。



　ふれあい広場は、障がい者福祉の啓発と市民交流を目的
としており、どなたでも楽しむことができるイベントです。
障がい者団体が中心となり、団体の紹介や模擬店、あそび
のコーナー（お菓子つかみ、輪投げ、フィールドビンゴな
ど）、バザーなどを予定しています。ぜひ、お気軽にお立ち
寄りください。※天候により中止となる場合がありますの
で、ご了承ください。
日　　　時　10月12日㊏　午前10時～午後１時
場　　　所　早稲田公園臨時駐車場（早稲田４−３）
問い合わせ　福祉推進係

　高齢者や障がいのあるかたが制作した作品を展示します。
心を込めて制作された作品との出会いは、驚きや感動の連
続です。
　入場は無料ですので、お気軽にお立ち寄りください。
日　　　時　⑴10月11日㊎　午前10時～午後４時
　　　　　　⑵10月12日㊏　午前10時～午後２時
場　　　所　文化会館
　　　　　　展示室
展 示 作 品　�絵画、書、
　　　　　　�陶芸、写真、

俳句、短歌、
手芸品など

問い合わせ　福祉推進係

　生活の困りごとや家庭内の悩みごとなどを相談員が伺います。
日　　　時　毎週月・金曜日　午後１時～３時30分
　　　　　　相談時間は下記⑴～⑶の各45分間
　　　　　　⑴午後１時～１時45分
　　　　　　⑵午後１時50分～２時35分
　　　　　　⑶午後２時40分～３時25分� ※予約優先
場　　　所　健康福祉会館　５階相談室　※電話でも相談できます。
相　談　料　無料
申 し 込 み　�窓口または電話で、相談日時を予約してください。
　　　　　　※�予約がないかたはお待ちいただく場合があります。
問い合わせ　生活支援係

社協からのお知らせ ☎  048（953）4191
FAX  048（953）4192

心配ごと相談所

三郷市社会福祉協議会 評議員の退任
　次のとおり、評議員の退任がありましたので、報告します。

【退任】　評議員　古橋　立哉� （令和６年８月31日現在/敬称略）

　皆さまから寄せられた寄付金や物品は、地域福祉の
充実に役立たせていただきます。
　社協への寄付に関する相談がございましたら、お気
軽にご連絡ください。

寄付のご紹介

寄付者名 寄付金額・物品
田中　豊作 120,000 円
株式会社三基 15,000 円
株式会社岡庭緑花園 100,000 円
埼玉土建一般労働組合　三郷支部 33,724 円
医療法人財団アカシア会 寄付金あり
菊地　和春 寄付金あり
埼玉屋南雲 寄付金あり
匿名（3件） 110,000 円

（令和６年６月１日～令和６年８月31日受付分）

申し込み・問い合わせ　総務経理係（順不同・敬称略）

　ふれあい広場のステー
ジでダンス、歌、手品、
合唱などのパフォーマン

スを披露してくださるかたを募集します。
日　　　時　10月12日㊏　午前11時～午後０時30分
　　　　　　※持ち時間は概ね15分以内
申 し 込 み　10月２日㊌までに電話、またはFAX
　　　　　　�①代表者氏名、②電話番号、③パフォー

マンス内容、④所要時間、⑤出演人数を
お知らせください。

そ　の　他　�申し込み多数の場合は、持ち時間の調整
をすることがあります。ご了承ください。

問い合わせ　福祉推進係

出演者 集
パフォーマン

ス

「ふれあい広場」
を開催します

第34回 第40回 「ふれあい作品展」
を開催します

令和６年７月大雨災害義援金

田中　豊作（敬称略）������������� 30,000 円

災害義援金のご報告
（令和６年７月１日～８月31日受付分）

問い合わせ　埼玉県共同募金会三郷市支会（社会福祉協議会内）

▲心温まる素敵な作品に出会えます。
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らっこひろばとは？
　らっこひろばとは、家ではできない児童館な
らではの体験を通じて、親子やお友達、職員と
楽しく遊ぶ時間です。

　７月１日㊊から７日㊐
まで、七夕イベントを行
いました。期間中、「ダ
ンスがうまくおどれま
すように」「健康第一」
などの願い事が書かれ
た227人分の短冊を笹
に飾り、大勢のかたに
ご覧いただきました。

　6月26日㊌、調理室に
ておせんべい焼き体験を
開催し、子どもから高齢
者まで16人が参加しまし
た。
　講師に焼き方のコツを教
わった参加者は、「焼きた
てのおせんべいはおいし
い」や「普段できない体験
ができて良かった」と話し
ながら１枚１枚丁寧に焼き
あげていました。

希望の郷交流センター� ☎048（953）9601
北児童館� ☎048（957）2100
〒341-0003 彦成３-７-19
ホームページ　https://kibounosato.mystrikingly.com/お ら知 せ

希望の郷交流センター
北児童館から

の

▲たくさんの願い事が集まりました。

▲�講師の塚本さんが焼き方
を教えてくださいました。

紹紹 介介イイベベンントト北児童館北児童館のの
　２歳以上の幼児親子を対象に、６月５日・12日・
26日・７月３日（各水曜日）の全４回コースで、「前
期らっこひろば」を開催しました。
　今回は 14組の親子が参加し、手遊び、リズム
運動、工作など楽しい時間を過ごしました。子ど
もだけでなく、保護者同士の交流も生まれ、参加
者からは、「毎回とても楽しかった」「子どもも親
も楽しめた」「家でできないことばかりで嬉しい」
などのお話をいただきました。
　11月には「後期らっこひろば」を開催予定です。

前期らっこひろば
を開催しました

夏
を
先
取
り
！

み
ん
な
で
ミ
ニ
夏
祭
り
を

し
ま
し
た
。

絵の具を使ってコロコロ！
ローラー絵の具でうちわを
作りました。

つぶして、きって、
すくって、しぼって…
寒天遊びを楽しみました！

紹紹 介介イイベベンントト希望の郷交流センター希望の郷交流センターのの

おせんべい焼き体験おせんべい焼き体験
を開催しました

七夕イベント
 を開催しました

「寒天はじめて触ったね」
と大人気！親子で初体験！
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　朝、夕の
駅頭及び三
郷市ふれあ
い広場会場
（２ページ）
で 300 円
以上の募金
をしていた
だいたかたにオリジナルクリアファイルを差し上げます。
　また、10月 2日㊌以降、三郷市社会福祉協議会窓口（花和
田 638-1）でも受け付けします。
※�グッズは数に限りがありますので、なくなり次第終了となります。

　赤い羽根は「勇気」と「善
行」のシンボルです。アメ
リカの先住民族は、勇気の
ある行いや良い行いをした
人が「赤い羽根」をつけて
いたと言われています。

●共同募金とは
　埼玉県内で集められた募金は、県内の地域福
祉の推進を目的とする事業を行う団体へ配分さ
れ、その財源として活用されます。
　子どもや子育て中のかた、高齢者、障がいの
あるかたなど、さまざまなかたへの支援に役立
てられます。また、災害時には災害ボランティ
アセンターの設営など被災地の支援にもつなが
ります。
　地域で集めて地域に配分するこの募金は「じ
ぶんの町を良くするしくみ。」として、毎年取
り組まれています。

10月１日　街頭募金を実施します

令和５年度 市内福祉団体への配分金

　三郷市支会では、今年の募金活動初日にあたる
10月１日㊋に、市内 10か所の駅や店舗で街頭募
金を行います。通勤・通学やお買い物でご覧になら
れたら、ご協力をお願いします。

　昨年度、市内の以下の団体に赤い羽根募金が配分
されています。

■駅頭募金（予定）� ※雨天中止

▼オリジナルクリアファイル

一定額以上の募金をされたかたへ

時間 場所

朝 午前 7時
～ 8時

JR 三郷駅、
JR 新三郷駅、
TX 三郷中央駅

夕
方

午後３時 30 分
～５時 30 分

JR 三郷駅、
JR 新三郷駅

団体名 内容 金額（円）

福）川の郷福祉会
就労継続支援 B型
レモンカンパニー

就労支援事業用
車両購入 1,430,000

特非）MiKO ねっと 放課後子ども広場・
子ども食堂事業 320,000

このゆびとーまれ♪ 子どもの体験教室 220,000

■店頭の募金（予定）
時間 場所

日
中

午前 10 時
～午後０時

スーパービバホーム
三郷店

夕
方

午後３時 30 分
～５時 30 分

コープ早稲田店、ヤオコー三郷中央店、
セレクション三郷店、ベルク三郷戸ヶ
崎店、いなげや三郷戸ヶ崎店、イトー
ヨーカドー三郷店

問い合わせ　埼玉県共同募金会三郷市支会（三郷市社会福祉協議会内）　☎048（953）4191

※�天候により、街頭募
　金を順延、中止する
　場合があります。中
　止、順延の際は、三
　郷市社協のホーム
　ページ及び X（旧
　Twitter）、Instagram
　でお知らせします。

皆
さ
ん
の
募
金

募金総額の約50％
県内の福祉施設・福祉団体の
支援に活用

募金総額の約50％
三郷市社会福祉協議会の福祉
事業に活用

埼
玉
県
共
同
募
金
会

三
郷
市
支
会

が
送
金

配分

が 始まります
赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

10月1日から

ごご協協力力よよろしろしくくおお願願いします いします 

を差し上げます !
コラボグッズコラボグッズコラボグッズコラボグッズ初音ミク初音ミク初音ミク初音ミク

Art by さざなみ©CFM Art by めばえ©CFM Art by 葉月幹©CFM

4社会福祉法人三郷市社会福祉協議会

令和６年９月15日発行みさと社協だより140号



　ボランティアセンターでは、７月９日㊋、獨協医科大学附属看
護専門学校三郷校にて、社協職員によるボランティア講座を行い
ました。
　今回のボランティア講座では、１年生を対象に、ボランティア
活動に関する説明とグループワークを行いました。
　グループワークでは、ボランティア活動について考える時間を
作り、各グループで自分がやってみたい活動内容について意見交
換を行いました。グループ内で出た意見を発表する際には「ゴミ
拾いボランティア」や「災害ボランティア」などさまざまな意見
を共有することで、ボランティア活動の可能性について、学生の
皆さんそれぞれが考える機会となりました。
　また、毎年夏休みに実施している「彩の国ボランティア体験プロ
グラム」についての説明も行いました。実際にボランティアに参加したかたの声や、受け入れ先の福祉施設・団体の
かたの声について紹介しながら、ボランティア活動に対しての理解を深めました。
　ボランティア活動は、自らすすんで行うことが大切です。今回のボランティア講座をきっかけに、少しでも「や
ってみたい！」という気持ちや興味を持っていただければ幸いです。

　ボランティア活動に関する相談・情報提供、
彩の国ボランティア体験プログラム事業、ボ
ランティア講座などを実施しています。

　赤い羽根助成金をいただき、7月 27日㊏にピアラシティ交流センターで、
夏休みの子どもたちを対象に「木を使った工作」「藍の花を摘んでＴシャツ
藍染」「こども料理教室」のワークショップを開催することができました。
　今回のワークショップは小中学生のボランティアにお手伝いをお願いし、
小さな子どもたちに作業の仕方を教えてもらいました。手助けをする子ど
もボランティアの様子も、だんだん頼もしくなっています。
　参加した子どもたちからは、「難しいけど手伝ってもらい作れた。」「模様
ができてみないとわからないから楽しみ。」「キレイな色や柄に染まって嬉
しい。」「家で弟に作ってあげたい。」という感想があがりました。
　今後も、子どもたちと一緒に体験ワークショップを開催したいと思います。

　　 ボランティアセンターとは？

獨協医科大学附属看護専門学校三郷校で

ボランティア講座 開 報催 告

▲Ｔシャツを広げた時の子どもたちの歓声と笑顔！素晴らしいＴシャツが出来上がりました。

▲�木を切ったり釘を打ち、バランスや配置を
考えながらスマートボールを作りました。
触ったことのない道具を使い、子どもたち
にとってはわくわくの体験でした。

◀︎�料理教室は、フ
レンチトースト
とフルーツヨー
グルトを作りま
した。

夏の子ども体験ワークショップ夏の子ども体験ワークショップ

赤い羽根募金の配分先団体
の代表から� をいただきました！　　　メッセージメッセージ

「このゆびとーまれ♪」「このゆびとーまれ♪」
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地域福祉活動推進事業

〇地域福祉活動計画推進委員会
� １回
〇ボランティアセンターの運営
登録団体数� 29 団体
相談件数� 28 件
車いすの貸出件数� 142 件
情報紙発行� 12 回

〇ボランティア体験学習・ボラン
ティア講座
ボランティア体験プログラム
� 32 メニュー／ 271人
ボランティア講座� ２回／ 26人
〇ヤングケアラー情報交換会
� １回　８人（４団体）

〇生活支援体制整備事業
サロン活動交流会� １回／ 27人
〇要援護高齢者実態調査
ひとりぐらし高齢者� 2,437 人
高齢者のみ世帯� 1,461 世帯
〇要援護高齢者実態調査活動普及
啓発品の配布� 5,528 人
〇福祉教育推進事業
社会福祉協力校� 19 小学校
ボランティア推進校� ８中学校
〇ふくし講座� ８回／ 120人
〇ふくし出前講座� 27 回／ 814人
〇地域福祉活動推進費配分事業
配分件数� 91 町会／ 149件
配分金額� 3,359,800 円
〇ふれあい広場� 18 団体参加
〇地域福祉団体育成助成事業　　
補助金交付�８団体／ 786,000 円
運営補助� ２団体

〇赤い羽根共同募金
実績� 9,012,306 円
〇歳末たすけあい募金
実績� 6,344,983 円
〇地域歳末たすけあい運動配分事業
配分件数� 2,293 件

〇声のたより事業（広報紙など録音）
実施� 20 回／利用者 15人
〇ふれあい電話事業
実施� 52 回／利用者 42人

〇ふれあい作品展
出品� 160 点／来場者 328人

〇ひとりぐらし高齢者友愛通信事業
暑中見舞い� 2,357 人
年賀状� 2,437 人
協力　�ボランティアグループ「グ

ループふれあい」、小学校
19校・中学校８校

〇合同金婚式
対象� 157 組／参加 39組

福祉サービス利用支援事業

〇権利擁護センター相談件数　
� 256 件
〇市民後見人フォローアップ研修
� ２回
〇福祉サービス利用援助事業（あん
しんサポートねっと）
契約� 27 件／活動 486回

〇心配ごと相談所� 48 件
〇生活福祉資金貸付事業
� ２件／ 396,000 円
〇福祉資金貸付事業
� 34 件／ 608,668 円
〇法外援護事業
旅費� ２件／食材提供 183件

〇岩野木老人福祉センター
利用者� 26,449 人

〇彦沢老人福祉センター
利用者� 4,409 人
※�令和５年７月31日～令和６年
３月31日　大規模改修工事に
よる臨時休館

〇戸ヶ崎老人福祉センター
利用者� 23,221 人

〇岩野木集会場
利用者� 12,746 人

〇シルバー元気塾ゆうゆうコース
２老人福祉センター及び希望の
郷交流センター、彦成地区文化
センター� 72 回／ 1,079 人
※�彦沢老人福祉センター大規模
改修のため、彦成地区文化セ
ンターに会場変更

〇地域包括支援センターみずぬま
介護予防ケアマネジメント
新予防給付　年間管理件数
� 2,007 件
総合相談・支援事業� 608 件
権利擁護業務� 12 件
地域における連携体制の構築に
関わる事業� 51 回
〇希望の郷交流センター
貸館利用� 2,685 件／ 36,084 人
温浴室� 30,880 人
※�令和５年３月４日～４月16日
まで利用停止、令和５年６月
28日～ 8月 27日まで男女交
互利用

〇北児童館
利用者� 26,005 人

在宅福祉サービス事業

〇戸ヶ崎老人デイサービスセンター
地域密着型通所介護� 1,750 人
介護予防・日常生活支援総合事
業第１号通所事業� 231 人

法人運営事業

〇評議員会� ３回
〇理事会� ４回
〇監事会� ２回
〇三役会議� ３回
〇財政委員会・事業委員会� １回
〇評議員選任・解任委員会� ２回
〇社協会員加入運動
� 28,022 口／ 10,089,535 円
〇社協だより発行
６、９、12、２月� 発行部数　55,000 部

〇インターネットによる広報活動
ホームページアクセス件数� 217,720 件
Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、
Instagramを活用
〇自動販売機の設置運営
収益金� 2,991,392 円

〇後援の実施� ５件
〇社会福祉大会の開催
表彰受賞者� 327 人・団体
（個人 106人・団体 221団体）

令和
5年度 三郷市社会福祉協議会三郷市社会福祉協議会 事 報業 告
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令和5年度 三郷市社会福祉協議会　決算
収入 支出

　戸ヶ崎老人福祉センターは 11月９日㊏に開館 30周年
記念イベントを開催します。
　記念イベントでは「カラオケ発表会」のほか、「お茶の集い」、
「ビンゴ大会」などが行われ、盛りだくさんの内容です。
　当日は、利用登録のないかたもご来館いただけます。

　彦沢老人福祉センターをご利用の皆さまが、日頃の取
り組みを発表する場として「彦沢まつり」を開催します。
　書や絵画、編み物などの作品展示に加え、今年は 4年
ぶりに舞台での発表も行います。
　当日は、利用登録のないかたもご来館いただけます。

日　時

日　時

対　象

対　象

場　所

場　所

その他

募　集

募　集

申し込み

申し込み

11月９日㊏　午前９時30分～午後４時

11月２日㊏　午前10時～午後３時

各老人福祉センターの利用者

各老人福祉センターの利用者

戸ヶ崎老人福祉センター２階集会室

彦沢老人福祉センターのロビー・集会室
当日集会室の客席は 50席を予定しています。
（予約は不要）

45組（抽選）

９月30日㊊までに、戸ヶ崎老人
福祉センターに申し込み

⑴舞台発表　
舞台で歌や踊りを発表　30組
⑵作品の展示
ロビーに作品を展示　1人１点まで
10月12日㊏までに、彦沢老人福
祉センターに申し込み

戸ヶ崎老人福祉センター

彦沢老人福祉センター

戸ヶ崎老人福祉センター
（戸ヶ崎3-530-2）
☎︎048（956）8000

彦沢老人福祉センター
（彦沢１-201）
☎︎048（953）5588

申し込み・
問い合わせ

申し込み・
問い合わせ

　カラオケ発表会の
出演者を募集しま
す。

　日頃の成果を披露
してくださるかたを
募集します。

開 催  のお知らせ

開 催  のお知らせ

彦彦沢沢ままつつりり

開館30周年開館30周年記記念念イイベベンントト

出演・出品者
募集

出演者 募集

会費・寄付金
120,326,656円

補助金収入
137,893,828円

人件費支出
289,501,044円

繰越金
145,279,565円

事業費支出
47,985,662円

事務費支出
102,920,179円

貸付事業支出
608,668円

助成金支出
8,230,000円

固定資産取得支出
2,245,286円

その他の活動支出・法人税等
139,587,615円

その他の収入等
1,399,026円

前年度からの繰越金
106,298,456円

介護保険収入
28,876,415円

事業・貸付収入
5,336,503円

受託金収入
336,227,135円

収入合計
736,358,019円

支出合計
736,358,019円
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　毎年、夏に実施しているボランティア体験プログラム。活動中の様子を取材しましたので、
ここで今年の活動の一部をご紹介します。

発
行　

社
会
福
祉
法
人  

三
郷
市
社
会
福
祉
協
議
会　

〒
341−

0041  

埼
玉
県
三
郷
市
花
和
田
６
３
８

−

１  

三
郷
市
健
康
福
祉
会
館
５
階　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 E-m
ail info@

m
isato-syakyo.or.jp

　

０
４
８（
９
５
３
）４
１
９
２

☎
０
４
８（
９
５
３
）４
１
９
１

社協だよりに掲載した画像に写っているかたへ、写真を
差し上げます。ご希望のかたはご連絡ください。

webで最新情報をチェック
https://www.misato-syakyo.or.jp/

　子ども食堂で提供するお弁当の盛り付けをしまし
た。完成したお弁当とともに笑顔をお届け！

　知的障がいのある子どもたちと一緒に絵を描いて遊び
ました。子どもたちと過ごす楽しいひと時となりました！

コミュニティサロンなごみ 放課後等デイサービス「さとっこ」

▲作成したエコバッグをプレゼントしました。

▲�かるたを通じてコミュニケーション。笑顔の絶
えない時間となりました。

　7月 31日㊌、希望の郷交流センターにて、彩の国ボランティ
ア体験プログラムの参加者と「グループふれあい」のボランティ
ア、ふれあい電話利用者の皆さんで、交流会を行いました。
　今回は、「三郷のいいとこかるた」をレクリエーションで行い、
大変盛り上がりました。
　彩の国ボランティア体験プログラムの参加者には、ふれあい電
話利用者の皆さんにプレゼントするエコバッグに、絵を描いてい
ただきました。
　多世代のかたと交流することにより、地域とのつながりを感じ
ることができ、温かい交流会となりました。ご参加いただいた皆
さん、ありがとうございました。

彩の国
体 験

ププロロググララムム20242024

　ふれあい電話とは、ひとりぐらし高齢者へ毎週火曜日の午前中
にボランティアが電話をかけ、安否確認と孤独感を和らげること
を目的とした事業です。

　　 「ふれあい電話とは？」

開 催
電話

交流会を

令和６年９月15日発行みさと社協だより140号


